



目的　平成26年度 A 大学看護学部看護学科卒業生を対象に卒後 1 年目研修を実施し，研修内容の評価と今後の課題を
検討することを目的とした．
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　 2 ）受講生評価項目（ 3 項目）①学びたいと思っ
ていた内容でしたか，②得られた内容は有用
でしたか，③今後の仕事に役立ちますか
　　 2 ）の質問は，「 4 ．とてもそう思う」「 3 ．




























100～299床 以 下 4 名（17.4 ％），300～499床13名




系病棟 5 名（21.7％），外科系病棟 5 名（21.7％），
混合病棟 1 名（4.3％），精神科病棟 4 名（17.4％），
小児病棟 1 名（4.3％），手術室 1 名（4.3％），療
養病棟 1 名（4.3％），回復期リハビリ病棟 1 名
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Ⅵ．本研究の限界と課題
　本研究では，キャリアアップセンターが初めて
開催した卒後 1 年目研修の受講生を対象に質問紙
調査を実施した結果である．今回は，対象人数が
23名と少なく結果に偏りが生じている可能性があ
る．今後も継続して研修内容の評価を行い，キャ
リアアップセンターが主催する卒後 1 年目研修の
在り方について検討していく必要がある．
Ⅶ．結　語
　急変時対応について卒後 1 年目研修を行ったこ
とは，卒業生の学びたい内容であり，今後の臨床
に活用できる内容であった．今後もシミュレー
ション研修等を視野に入れて内容を改善し継続し
ていく必要があることが示唆された．
文　献
赤木美代子，岩藤寛子，橋本明奈，他（2012）：急性
期看護に携わる新人看護師が不安を抱く場面─入職
後 4 ヵ月の質問紙調査より─，第42回日本看護学会
論文集看護管理，52－56．
金森京子，磯邉厚子，大籠広江，他（2014）：一看護
系大学の地域貢献活動におけるキャリアアップ講座
の分析─医療従事者の受講者自己評価アンケートか
ら─，聖泉看護学研究， 3 ，55－66．
唐澤由美子，中村惠，原田慶子，他（2008）：就職後 1 ヶ
月と 3 ヶ月に新人看護者が感じる職務上の困難と欲
しい支援，長野県看護大学紀要，10，79－87．
小林祥子（2006）：急変時の対応とその指導，BRAIN 
NURSING，22（ 3 ），35－40．
厚生労働省（2014）：厚生労働省ホームページ，http://
www.mhlw.go.jp/〔検索日 2015年12月10日〕．
文部科学省（2004）：文部科学省ホームページ，http://
www.mext.go.jp/〔検索日 2015年12月10日〕．
永田美和子，小山英子，三木園生，他（2006）：新人
看護師の看護実践上の困難と基礎看護教育の課題，
桐生短期大学紀要，17，49－55．
織井優貴子（2017）：看護シミュレーション教育　基
本テキスト　設計・実践・評価のプロセス，日総研出
版，16－20，愛知．
坂本すが（2011）：新人看護職員研修の手引き ガイド
ラインを活用した研修の実際，日本看護協会出版会，
8 －29，東京．
聖泉大学：聖泉大学看護学部附属キャリアアップセン
ターホームページ，http://www.seisen.ac.jp/gakubu/ 
kango/career_up_center．〔検索日 2015年12月10日〕．
吉岡由喜子（2013）：現在の看護師がおかれている状
況と看護基礎教育とのギャップについての一考察，
大成学院大学紀要，15，137－148．
─ 38 ─
聖泉看護学研究　 6巻（2017）
